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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・今週、18（水）・19（木）・20（金）とスタッフのインフルエンザ予防接種あり、各自で期日と時間を確認して摂取していく事。

・第6回院内研修を下記の日程で実施予定。
日時：12/2(水)　12/3(木)　17:15～17:45　　場所：メンタル病棟3階　会議室
テーマ：「精神科における医療安全管理」　　講師：村松　健吾氏
各自で確認の上、出欠予定を入力する事。また、グループワークを行う為、11月24日（火）までに入力し、当日は、筆記用具を持参する事。
・ケアアセスメントについて、各自、担当利用者に聞き取りをおこない、12/4（金）までに入力をしていく事。
＜利用者様情報＞
・高橋　洋子様～2週間振りに来所している。本日は体調不良はないとの事で表情穏やか。服薬チェック時、月日が重複している日があり、2回服用した可能性を伝えるが首をひねっている。「家に空袋あるかも。」との事。自宅にある薬が、次回問診まであるか確認する事を勧め、できる限りデイケアを休まないよう促している。表情やや硬くしているが、返答している。その後、急に利用者（大久保　恒夫様）の頭を撫でる為、声掛けしている。トラブルにはならず、「何も言わないからいいでしょ。」と笑っている。振り返りすると「意味はない。」と笑っている。10月末階段で転倒後、頭痛・ふらつきで自由が利かず、先週は気分が落ち込んだとの事。涙ぐみながら「死にたいと思ったけど、娘に迷惑が掛かるからやめた。」と話す。今は「うつは良くなった。」と話す。苦しい気持ちを話してくれた事を評価している。プログラムは落ち着いて参加出来ている。引き続き本人の訴えを傾聴し、出来るだけ休まず通所出来るよう関わっていく。
・寺沢　彩　様～今後の日赤病院での治療について話し掛けがある。11/27（金）検査・11/30（月）入院。約1ヶ月に及び治療するとの事。問診時、担当医へ伝えるよう促している。治療が不安であり「夜眠れない。死なないよね？」と話す。不安な事は日赤病院の担当医へ確認し、相談できるスタッフを見つけるよう促している。引き続き、不安について傾聴していく。
・藤村　翔　様～昼食後、突然スタッフに「冨田さんって酷い人だね。俺のこと女だって…」「腹の内が分かった」とやや口調強く訴えている。状況を確認すると、実際には本人には話してはいないとのこと。何かあった際にはスタッフに相談するよう伝えている。その後、キッチンで洗い物をしている時に、冨田様に洗い物について話し掛けられても問題なく返答している。引き続き、幻聴に左右された発言などがある際は、トラブルにならないよう様子観察を行っていく。
・岩城　敏夫様～昨日、来所時より咳、鼻汁、痰等の風邪症状みられ、マスク着用をしてる。体温36．6℃だが、普段より高値となっていた。11:40再検にて36.3℃上記症状は継続している。本日、青風荘より連絡あり、風邪症状が継続しており、鹿内内科受診する為、欠席となっている。受診後、青風荘より情報提供あり、胸部レントゲン・尿検査・採血施行し、軽い肺炎と診断される。クラリシッド錠200ｍｇ、PL配合顆粒、ムコダイン錠250mg、セキナリンテープ2mg、5日分処方されている。今後も青風荘スタッフと情報共有し体調確認を行っていく。
＜外来情報＞

・特記事項なし。
